
たい肥の施用、流通が可能になりました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及センター 

第１１１号平成２３年８月２６日発行  

盛岡農業改良普及センター 

盛岡市内丸１１－１ 盛岡地区合同庁舎 

TEL 019-629-6726  FAX 019-629-6739 

盛岡農業改良普及盛岡農業改良普及盛岡農業改良普及盛岡農業改良普及センターセンターセンターセンター管内管内管内管内（（（（盛岡市盛岡市盛岡市盛岡市、、、、紫波町紫波町紫波町紫波町、、、、矢巾町矢巾町矢巾町矢巾町、、、、滝沢村滝沢村滝沢村滝沢村、、、、雫石雫石雫石雫石

町町町町））））でででで、、、、一部一部一部一部をををを除除除除いていていていてたいたいたいたい肥肥肥肥のののの施用施用施用施用、、、、流通流通流通流通がががが可能可能可能可能になりましたになりましたになりましたになりました。。。。    

（（（（一部一部一部一部、、、、原発事故後原発事故後原発事故後原発事故後のののの稲稲稲稲わらをわらをわらをわらを給餌等行給餌等行給餌等行給餌等行ったったったった家畜家畜家畜家畜のののの排泄物排泄物排泄物排泄物をををを原料原料原料原料とするたとするたとするたとするた

いいいい肥肥肥肥についてはについてはについてはについては、、、、今後今後今後今後、、、、放射性放射性放射性放射性セシウムセシウムセシウムセシウムのののの検査検査検査検査によりによりによりにより暫定許容値暫定許容値暫定許容値暫定許容値（（（（４００４００４００４００

ベクレルベクレルベクレルベクレル/kg/kg/kg/kg））））をををを下回下回下回下回ることをることをることをることを確認確認確認確認することがすることがすることがすることが必要必要必要必要））））    

【【【【これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経過経過経過経過】】】】    

 福島第一原子力発電所の事故に伴う放射性物質の降下の影響で、水田に放置された稲

わらから高濃度の放射性セシウムが検出されました。そのような稲わらを給餌された牛

のふん尿から生産されたたい肥が、高濃度の放射性セシウムを含有することが懸念され

たことから、たい肥の施用・生産・流通が自粛になりました。 

その後、国において放射性セシウムの暫定許容値４００ベクレル/kg(製品重量)が設

定されたことに伴い、管内では、以前に稲わらから暫定許容値を超える放射性セシウム

が検出された滝沢村で、牛ふんたい肥中に含まれる放射性物質の抽出検査を行いまし

た。 

その結果、許容値を下回ることが確認されたことから、利用・流通が可能になりまし

た。なお、県内では現段階（８月１８時点）で、一関市、平泉町、藤沢町で利用、流通

の制限が継続されています。 

 

  

     ★県庁農業普及技術課 技術環境担当 下斗米・小田島 

           ＴＥＬ019－629－5652 ＦＡＸ019－629－5664 

     ★盛岡農業改良普及センター 普及課長 佐藤正一 

           ＴＥＬ019－629－6726 ＦＡＸ019－629－6739 
 



 

 

 

 

 

 

    

 

りんごりんごりんごりんご苗木養成苗木養成苗木養成苗木養成のののの新技術新技術新技術新技術をををを学学学学ぶぶぶぶ！！！！～「～「～「～「第第第第３３３３回盛岡地方果樹技術向上回盛岡地方果樹技術向上回盛岡地方果樹技術向上回盛岡地方果樹技術向上リーダーリーダーリーダーリーダー研修会研修会研修会研修会」」」」開催開催開催開催～～～～    

「「「「盛岡地方食盛岡地方食盛岡地方食盛岡地方食のののの匠匠匠匠」」」」リーフレットリーフレットリーフレットリーフレット作成作成作成作成しましたしましたしましたしました！！！！！！！！    

盛岡地方（盛岡・八幡平普及センター管内）の食の匠３２人の認定料理や体験受け入れ情報につい

て掲載してあります。興味のある方は、普及センターまでお問い合わせください。 

見開きＡ３サイズ 下記は、掲載内容の一例です 

盛岡広域振興局管内の果樹栽培地域リーダーを対象に、果樹生産技術の向上と情報交換を目的に行っ

ている恒例の研修会です。 

７月２８日、盛岡市黒川の北田健氏の圃場を会場に第３回研修会を開催し、約３０名の地域リーダー

と関係機関の担当者の参加がありました。 

今回のメインテーマは、長野県で開発された｢カットツリー｣というりんご苗木養成技術。この技術は、

今年発生した枝１本にホルモン剤を散布し、その脇から枝を多く出させ利用するものです。黒川地区で

は今年、JAいわて中央りんご部会青年部と普及センターが連携し、長野とは異なる台木や薬剤使用方法

で試験を行っているものです。 

事業活用等でりんごの改植が進む中、新しい苗木養成技術につ

いて参加者の関心も高く、苗木の今後の管理方法について、熱心

に意見交換をしていました。今後は結実後の生育状況についても

情報提供をしていきます。 

養成した苗木について説明する北田さん 


